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福井高専ジュニアドクター育成塾の目的・目標

IT関連企業

高専生

教員

地域連携
テクノセンター

デジタルネイティブ世代
科学技術に明るい小中学生

問題発見のフィールド知識・技術の支援

農工連携企業

伝統産業

地場産業

伝統的工芸品

行政機関

地域
コミュニティ

福井高専

伝統産業に関する講座開設
ものづくりの現場体験
地域と連携した問題発見

問題解決の方法に関する支援
DXに必要なICT,IoTの講座提供

Ⅰ．プログラム企画概要

デジタルネイティブ世代の小中学生が福井高専型PBLを通して

DXによる問題解決力を身につける

科学技術志向人財の育成
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プログラムの全体像（第1段階）
Ⅰ．プログラム企画概要
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（公開講座等を
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プログラムの全体像（第2段階）
Ⅰ．プログラム企画概要
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R4年度選抜概要（２期生 第1段階）

⚫チラシ配布（県内小中学校、隣接県）
➢約35000枚ほどフライヤー印刷

➢別途同様デザインポスター350枚印刷

⚫応募者の選抜に関して
➢41名の応募で41名選抜

• 中学1～3年生24名、小学5，6年生17名

• 男子28名、女子13名

➢書類選抜の評価
• 選抜者最大/選抜者平均

R4年度：168点/72.9点

Ⅱ．令和4年度選抜の状況

R4年度配布フライヤー



福井高専での講座一覧（R4年度 第1段階 その１）
分野

番
号 講座名 日時 定員

入門

1 研究倫理に関する講習、teams講習会 7月9日(土) 14:00~ 41

2 たのしくはっそう
8月28日(日) 10:00~11:30 21

8月28日(日) 13:00~14:30 21

ものづくり

3 様々な工具とその役割 オンデマンド動画視聴 41

4 デジタルものづくりの基礎 9月17日(土) 13:00~15:00 20

5
レーザーカッターを用いた模型飛行機
の製作

10月 9日(日) 9:00~12:00 10

10月 9日(日) 13:00~16:00 10

6
５ 学 科 研 究 室 周 り
(福井高専キャンパスツアー2022)

9月23日(金・祝) 9:00~12:00
9月23日(金・祝) 13:30~16:30
9月24日(土) 9:00~12:00

コミュニケー
ション

7 中間発表会に向けて 11月26日(土) 10:00~12:00 41

8 成果発表会に向けて 3月11日(土) 10:00~12:00 41

プログラミン
グ

9 はじめてのプログラミング 8月21日(日) 10:00~12:00 41

10 ICTって何？IoTって何？ 8月21日(日) 13:00~15:00 41

機械
工学科(M)

11 電子顕微鏡でミクロな世界を見る 10月8日(土) 10:00~12:00 10

12 金属の強さを知ろう。引張り試験
10月29日(土) 10:00~12:00 10

10月29日(土) 14:00~16:00 10

13 簡単な制御を学ぼう
8月20日(土) 10:00~12:00 5

8月20日(土) 14:00~16:00 5

電気電子
工学科(E)

14 電子ブロックを用いた電子回路１ 8月23日(火) 10:00~12:00 15

15 電子ブロックを用いた電子回路２ 8月23日(火) 13:00~15:00 15

16 ブレッドボードを用いた電子回路 8月19日(金) 10:00~12:00 10

電子情報
工学科(EI)

17 IchigoJamによる計測・制御入門 10月1日(土) 10:00~12:00 20

18 Webゲームをつくろう！ 9月3日(土) 9:00~12:10 20

19 データと誤差 9月11日(日) 10:00~12:00 15



福井高専での講座一覧（R4年度 第1段階 その２）

分野
番
号 講座名 日時 定員

物質
工学科(C)

20
「界面活性剤」「乳化剤」は同じも
の！生活に溢れる立役者、両親媒性物
質の性質を体験しよう

8月27日(土) 10:00~12:00 25

21 PCRに挑戦しよう
8月28日(日) 9:00~12:00 6
8月28日(日) 13:00~16:00 6
9月3日(土) 13:00~16:00 6

22 色素を合成しよう 9月19日(月・祝) 10:00~12:00 20

環境都市
工学科(B)

23 ドローンの飛行と3Dモデルの生成講座
10月15日(土) 10:00~12:00 10
10月15日(土) 13:00~15:00 10

24 建築をMRで体験しよう 9月17日(土) 9:30~11:30 8

25
壊して学ぼう、
パスタブリッジコンテスト！

8月27日(土) 13:00~14:30 20

自然系
(N)

26 数の不思議を見つけよう
11月19日(土) 10:00~11:30 20
11月19日(土) 13:00~14:30 20

27 音を目で見てみよう 10月1日(土) 13:00~14:30 15
28 スポーツデータサイエンス２０２２ 11月19日(土) 10:00~12:00 12

人文系
(H)

29 聞き取り調査による方言記述 11月12日(土) 10:00~12:00 20

30
英語と日本語での文化体験
ワークショップ

10月30日(日) 13:00~15:30 18

31 脱出ゲームをやってみよう 9月25日(日) 10:00~11:30 25

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



福井高専での講座の様子

機械工学科講座

「金属の強さを知ろう。
引張試験」
(10月29日)

電気電子工学科講座

「ブレッドボードを用い
た電子回路」
(8月19日)

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



福井高専での講座の様子

電子情報工学科講座

「Ichigojamによる
計測・制御」
(10月1日)

物質工学科講座

「PCRに挑戦しよう！」
(8月28日 他2回)

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



福井高専での講座の様子

環境都市工学科講座

「建築をMRで体験しよう」
(9月17日)

一般科目教室（自然系）
講座

「数の不思議を見つけよう」
(11月19日)

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



福井高専での講座の様子

共通講座

「たのしくはっそう」
(8月28日)

一般科目教室（人文系）
講座

「英語と日本語での文化
体験ワークショップ」
(10月30日)

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



伝統産業WS（ワークショップ）

KISSO様（鯖江市）での
眼鏡枠材料を使った
アクセサリー作り
（7月25日）

漆琳堂様
（越前漆器、鯖江市）
での蒔絵体験
（7月25日）

伝統産業、地元企業への理解を深める体験

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



乾レンズ様（鯖江市）での
会社見学
（7月25日）

小柳箪笥様（越前市）での
寄木細工体験
（8月4日）

伝統産業WS
Ⅱ．令和4年度選抜の状況



タケフナイフビレッジ様
（越前市）での

打ち刃物製作過程の見学
（11月26日）

越前陶芸館様（越前町）での
手ひねり体験
（11月26日）

伝統産業WS
Ⅱ．令和4年度選抜の状況



五十嵐製紙様（越前市）での
墨流し体験
（8月4日）

RYOZO様（越前市）での
落水切体験
（8月4日）

伝統産業WS
Ⅱ．令和4年度選抜の状況



アカデミア会員企業でのWS

ワカヤマ様（鯖江市）での
レジン調色体験
(8月19日)

武生特殊鋼材様
（越前市）での

レーザー刻印体験
(8月19日)

Ⅱ．令和4年度選抜の状況



講座レポートに関して

開講場所

項目１．よく理解できなかった言葉（専門用語）があれば書き出して調べてみてね！

項目２．逆に講座の中で前から知っていた内容（専門用語）は何かあった？

項目３．講座の中で面白いな、すごいなと感じたことは？

項目４．質問してみたいことがあればここにメモしておこう！

講
座
中
に
メ
モ
！

項目5．この講座を受講して感じたこと、思ったことを文章だけでなく、写真や図や絵などを用いて

自由に記述してください。自分が考えている問題解決策にどう活かせる部分があったかなどを書いて

も良い。

講
座
後
に
考
え
て
書
い
て
み
よ
う
！

ジュニアドクター育成塾　レポート（2022年度　受講生用）

氏名

講座名

開講日　　　　　月　　　日　　　　　　　　

Ⅲ．受講生の評価に関して

レポートの様式（A3版片側1ページのみ）



講座レポート評価に関して
Ⅲ．受講生の評価に関して

レポート評価基準の作成



レポート提出・受講状況確認に関して

⚫グループウェアteamsを介した状況確認

受講生は各チャネルや課題からが参加した講座の
振り返り、レポート提出状況が確認可能

Ⅳ．受講生の伸長に関して



レポートのやり取り

⚫Teams上で提出したレポートが確認できる

Ⅳ．受講生の伸長に関して

【講師からのフィードバック】
誤差の割合の話がスゴいと思ってもらえたのが、こちらも嬉しいです。
同じ誤差でも、無視できる割合と無視できない割合があります。
その差は、数値にしないとわかりにくい場合があるので、誤差の計算を
するというのは、とても大事です。
これからも、いろいろなことを測る場合や、他の人が測った数値を観る
機会があると思いますので、多くの発見をしていってください。



受講状況確認・伸長の確認
Ⅳ．受講生の伸長に関して

⚫教員が受講生の受講状況等を確認できる。

⚫受講生自身は自身が参加した講座のみ確認可能



R4年度実施状況概要（１期生 第２段階）
Ⅴ．第2段階育成プログラムに関して

選抜された10名に関しては福井高専指導のもと課
題研究指導を実施。それとは別に下記の講座を10
名に対して実施

⚫コミュニケーションに関する講座
➢1月22日 魅力的なポスター制作・発表方法

⚫ものづくりに関する講座
➢8月20日、21日 レーザーカッター、3Dプリンターを用い
たマイクロックを作ろう！

⚫IoT、ICTに関する講座
➢2月23日 青空の下でLet’sプログラミング



R4年度実施状況概要（１期生 第２段階）

受講生 研究テーマ 指導教員

中２女
ムラサキツメクサから抽出したpH応答型色素による
和紙産業とのコラボレーション

山脇夢彦(C)

中２男 越前箪笥の意匠コンセプトを取り入れた包丁立て 亀山建太郎(M)

中２男 携帯型越前和紙石けんの作成とその特性評価 坂元知里(C)

中３女 カラフル包丁の腐食に関する研究 西野純一(C)

中１男 福井県の伝統的工芸品を発信するためのメタバース開発 村田知也(EI)

中１男 ポンポン蒸気船の大型化 - いずれは僕が乗れるように - 山本幸男(E)

中３女
漆を用いた「金継ぎ」技術によるコンクリートの
ひび割れ補修に関する研究

芹川由希子(B)

中３女 イシクラゲの研究から見えてきた和紙の開発 松野敏英(C)

中２男 複合現実(MR)を用いた福井伝統工芸の継承教材の開発 大和裕也(B)

中３女 個人の嗜好を考慮した伝統的工芸品の情報発信に関する研究小越咲子(EI)

Ⅴ．第2段階育成プログラムに関して

選抜された10名の研究テーマおよび指導教員



R4年度実施状況概要（１期生 第２段階）

中３女 イシクラゲの研究から見えてきた和紙の開発 松野敏英(C)

全国のジュニアドクター育成塾実施機関から２名ずつ参加してリモートで実施された
サイエンスカンファレンス2022(１１月１２、１３日開催)の

生物部門で分野賞（その分野で一番優れた研究発表）を獲得！

中３女 個人の嗜好を考慮した伝統的工芸品の情報発信に関する研究小越咲子(EI)

サイエンスカンファレンスの数学・情報部門で分野賞を獲得！

その他 第19回福井発！ビジネスプランコンテスト2022へ応募
  2022年度電気・情報関係学会北陸支部連合大会(学生優秀論文発表賞)
  第14回南部陽一郎記念ふくいサイエンス賞へ応募

Ⅴ．第2段階育成プログラムに関して



今後の予定

中間発表会

成果発表会

第２段階選抜

第２段階研究開始

３期生第１段階受講生募集

３期生第１段階選抜

１２月

３月

４月

５月
～

６月

２０２３年

（２０２５年度まで継続予定）

ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします



今後の課題
⚫連携機関との取り組み強化

➢メンターシステムの構築
R4年度実施できなかった→R5年度はシニアメンター指導のもとメン
ター指導教育を実施

• 専門学科混成チームを5人1班を8班結成
• １班あたり、5名の第1段階受講生を担当
• シニアメンターによるメンター指導

➢アカデミア会員企業
R4年度に実施→R5年度は企業数増加し実施予定

• 農工連携企業などのツアーの企画・実施（夏休み時期が最適）
• より幅広い「問題発見」の場の提供
• アカデミア会員企業講師によるビジネス関連講座の企画

➢福井大学ジュニアドクター育成塾との連携
R4年度は相互受講のための日程調整できなかった→R5年度は福
井大学が育成塾終了により別の形で協力をお願い予定

• 受講生同士の中間報告会/成果報告会の情報共有
• 報告会の同時実施などで受講生の交流も視野に入れて

• DX、ものづくりを取り入れた課題研究受講生の受け入れ

Ⅴ.今後の課題
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